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　「農業は面白い」と笑顔で語る佐々木さ
ん。若柳地区で家族と共に暮らしながら、
父の実家がある花山地区で米作りに取り
組んでいます。
　幼少期から農作業を手伝い、農業に親
しんだ佐々木さんは、父から本格的に経
営を任されたことをきっかけに、専業農
家を志しました。
　代々農業を営んできた歴史を受け継ぎ、
１９代目になる佐々木さんは、農家の誇
りを胸に、生産規模拡大のため、今年２
月に農業経営を法人化し、新たな一歩を
踏み出しました。
　日々試行錯誤を重ねる中、おいしい米
の生産と販売を通して、農業の「かっこ
よさ」と「面白さ」を市内外に発信し、地
元に新しい雇用と仲間を増やしたいと夢
を描く佐々木さん。
　「受け継いできた農業を守りながら、
いつか自分の子どもたちと一緒に農業が
できたらうれしいです」と目を輝かせる
その姿は、農業への希望があふれていま
す。
　佐々木さんの挑戦は、地域の未来へと
つながっています。
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農家の１９代目が描く、農業のこれから

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

佐々木　勝康　さん（若柳福岡）

　５月５日（火）、３００年を超える歴史と伝統を誇る
「花山鉄砲まつり」が開催されました。
　この祭りは、藩政時代にこの地を治めた領主の奥方が、
病弱な幼君の健康を願い神社に祈願したところ御利益が
あり、鉄砲組に礼砲を撃たせたのが始まりといわれます。
　当日は、赤い陣羽織姿の鉄砲組や、稚児行列などが発
砲会場まで練り歩いた他、鉄砲組が隊列を変えながら家
内安全を祈願した号砲を放つと、迫力の演武に大勢の観
客から拍手が送られました。

家内安全を願い号砲響く

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　５月１０日（日）、築館総合支所芝生エリアを会
場に、フリーマーケットに当たる「マチカリ」が開
催されました。
　この催しは、築館地区の商店街の活性化を図ろ
うと築館地区の商店会と地域おこし協力隊が企画
したもので、今年で３年目を迎えます。
　当日は、アクセサリーや衣類、雑貨などを販売
する１０店舗が軒を構えた他、キッチンカーも出
店し、来場者は好みの商品を探しながら、思い思
いに買い物を楽しんでいました。

　５月２日（土）、若柳ドリーム・パル駐車場を会
場に若柳朝市が開催されました。
　この朝市は、５月と６月の毎週土曜日と、８月
１３日のお盆に開催されているもので、今年で
４７回目を迎える恒例の朝市です。
　当日は、野菜や海産物、苗木などを販売する約
２０店舗が出店し、来場者は、久しぶりに会う店
主と笑顔で会話しながら、買い物を楽しみました。
　６月も毎週土曜日、午前６時から午前８時まで
同会場で開催されます。

　５月１０日（日）、瀬峰五輪堂山公園で「栗原せ
みね藤まつり」が開催されました。
　当日は、見頃を迎えた薄紫色の藤の花が来場者
を出迎える中、屋外ステージでカラオケ大会や歌
謡ショーが行われ、歌声に合わせて観客が手拍子
を送る様子が見られました。
　また、会場では、子ども向けのちびっ子ゲーム
コーナーや出店も並び、多くの家族連れが風にそ
よぐ藤を眺めながら、ゆったりとした時間を過ご
していました。

　４月２３日（木）正午、国道３９８号の冬期通行
止めが解除され、約５カ月ぶりに通行が再開され
ました。
　国道３９８号は、東北を横断する道路として栗
原市と秋田県湯沢市を結び、観光や物流、災害時
の緊急輸送などに重要な役割を持つ路線です。
　当日は、通行の再開を前に関係者によるテープ
カットが行われ、ゲートが開放されると、待ちわ
びたドライバーたちが青空の下、それぞれの目的
地へ向け、次々と車を走らせました。

　４月２９日（水）、一迫地区真坂商店街を会場に
「第７１回政岡まつり」が開催されました。
　この祭りは、仙台藩のお家騒動を題材にした歌
舞伎演目「伽羅先代萩」に登場し、幼君を守り養育
した「政岡の局」をたたえるもので、この地を治め
た白川家の夫人をモデルにしたものと言われてい
ます。
　当日は、政岡の局役と幼君役を乗せた山車が商
店街を巡行した他、吹奏楽団や和太鼓団体が迫力
の演奏を披露しました。また通りでは、躍動感の
ある八ツ鹿踊りや、すずめ踊りなどが披露された
他、今年初めて、岩手県からチャグチャグ馬コも
参加し、色鮮やかな装いが祭りに華を添えまし
た。また、アニメのキャラクターに扮したコスプ
レイヤーが商店街を練り歩く催しも行われ、人目
を集めました。
　この他、同商店街で定期的に催される人気のイ
ベント「第２２回いちはさま軒下マルシェ」も開催
され、軽食などを販売する約２０店舗には、大勢
の買い物客が詰め掛け、食べ歩きを楽しんでいま
した。
１ 政岡の局と幼君を乗せ巡行する山車
２ すずめ踊りが、華やかな舞いを披露

２

１

　５月２日（土）から６日（水）のゴールデンウイー
ク期間中、市内各地でさまざまなイベントを開催
しました。
　このうち、４日（月）と５日（火）は、くりはら田
園鉄道公園で「ゴールデンウイークこどもまつり
２０２６」を開催し、大勢の家族連れが、くりで
ん乗車会やボンネットバス乗車会を楽しみまし
た。また、くりはら田園鉄道の運行当時に車両整
備に使用した工作機械のデモ運転も行い、多くの
来場者が興味深そうに見入っていました。
　この他、同期間中、細倉マインパークでは「細
倉マインパークＧＷ春まつり」を開催し、多くの
来場者でにぎわいました。
　屋外ステージでは、フラダンスタヒチアンダン
スショーやじゃんけん大会を開催した他、マジッ
クショー、ご当地ヒーローの光源クリハライザー
ショーも行い、子どもたちが目を輝かせながら、
イベントを楽しんでいました。
　その他、キッチンカーや縁日コーナーも人気を
集め、会場は活気があふれるにぎやかな雰囲気に
包まれました。
１ くりはら田園鉄道が運行当時使用した工作機械のデモ運転
２ 細倉マインパークの屋外ステージでは、華やかなショーが

イベントを盛り上げる ２

１

                めい  ぼく  せん  だい  はぎ

まさ  おか        つぼね

                                                                                                           ふん街の活性化を目指して

恒例の若柳朝市が始まる

藤が彩るせみね藤まつり

国道３９８号冬期閉鎖解除

笑顔あふれる祭りとマルシェ

市内各地でＧＷにぎわう
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　４月２９日（水）、築館地区城生野で「これはりの
里歴遊ロマンウォーク」が開催されました。
　この催しは、富野地域づくり協議会が主催したも
ので、富野地域内の史跡などをガイドから説明を受
けながら歩き、健康づくりをするものです。
　当日は、古墳時代前期後半の大規模集落跡「入の
沢遺跡」や「伊治城政庁跡」などを含む約４キロメー

トルの道のりを
ガイドが丁寧に
紹介しながら歩
き、約３０人の
参加者は地名の
由来や地域の歴
史に聞き入りま
した。

　４月２６日（日）、小田ダム湖畔パークゴルフ場で
「栗駒高原小田パークゴルフクラブ創立２０周年記
念大会」が開催されました。
　この催しは、小田ダム湖畔パークゴルフ場を拠点
に活動する、栗駒高原小田パークゴルフクラブが設
立から２０周年を迎えたことを記念し、開催された
ものです。

　当日は、４９
チームの約２００
人が県内外から
参加し、４つの
コ ー ス に 分 か
れ、真剣な表情
でスコアを競い
合いました。

　４月２５日（土）と２６日（日）、くりはら田園鉄道
公園で「架空鉄道深海列車」が開催されました。
　この催しは、地域の人に公園を訪れてもらう機会
を増やそうと、くりでん保存活動推進業務を担う地
域おこし協力隊が主催したもので、昨年に続き、２
回目の開催になります。
　当日は、保存展示中の車両Ｍ１５３をシアターと

して活用し、参
加した約２５０
人は、深海を走
行しているよう
な感覚と車窓に
広がる幻想的な
光景を楽しみま
した。

　５月１３日（水）、鶯沢幼稚園の５歳児たちが園内
の畑で「サツマイモの苗植え」を行いました。
　この催しは、園児たちに食べ物に関心を持っても
らおうと、食育の一環として毎年この時期に開催し
ているものです。
　参加した園児たち７人は、植え方の説明を受ける
と、さっそくサツマイモの苗を置き、丁寧に土をか

ぶせました。園
児たちは、最後
に「大きくなあ
れ、おいしくな
あれ」と苗に声
を掛け、今後の
順調な生育を願
いました。

　５月１６日（土）と１７日（日）、栗駒地区の愛藍
人・文字を会場に「藍フェア２０２６～未来へのあ
かり～」が開催されました。
　会場では、栗駒地区文字で受け継がれてきた日本
最古の染色技法「正藍染」で染めた作品の展示や、藍
染商品の販売が行われ、訪れた人たちは風合いの美
しさに感心していました。

　また、同地区
で栽培を進めて
いる行者ニンニ
クの加工品販売
や、苔玉の制作
体験も行われ、
来場者の人気を
集めました。

　５月１６日（土）と１７日（日）、東北の小・中学
生の卓球技術向上や選手の交流を目的に「栗原市
長杯争奪第２５回東北小中学生卓球大会」が若柳
総合体育館で開催されました。
　当日は、東北各地の卓球強豪校から４１チー
ム、約２５０人の選手が出場し、団体戦と個人戦
で競技が行われました。
　試合は、強豪校同士とあって、素早い打ち合い
が続く白熱のラリーが多く繰り広げられ、観客た
ちは、固唾を飲んでその様子を見守りました。

　５月１７日（日）、栗駒山の夏山開きを行いました。
　好天に恵まれ夏日となったこの日、栗駒山の主
な登山口に当たる、栗駒地区のいわかがみ平と花
山地区の湯浜温泉三浦旅館で安全祈願祭が行わ
れ、主催した栗駒山観光協会の関係者や登山者な
どが、夏山登山の安全を祈願しました。
　いわかがみ平と湯浜温泉の登山口を出発した多
くの登山者たちは、新緑と残雪がまぶしい登山道
を一歩一歩踏みしめながら歩き、山頂に着くと、
鳥海山や月山などの名峰が一望に広がる雄大な眺
めに魅了されていました。
　５月１１日（月）、夏山開きに先立ち、栗駒山山
岳指導隊や栗原警察署などが、栗駒山の中央登山
道と東栗駒山登山道で、登山道の調査と整備を行
いました。この取り組みは、登山者が安全に登山
を楽しめるよう、残雪や危険箇所を確認し、倒木
などの撤去や、道迷いを防止するためのもので、
案内看板や目印となる赤布の設置が行われまし
た。また、夏山開き当日、登山者へ、安全を第一
にした登山や登山届の提出、地図の携行、クマへ
の注意喚起など、安全な登山になるように備えを
呼びかけました。
１ 栗駒山に登頂した登山者たち
２ 残雪の登山道を踏みしめて歩く登山者たち ２

１

かり  の    とも  え

髙橋 榮子 さん（鶯沢日向）
たか はし   えい   こ さ   とう  つかさ

佐藤 司 さん（一迫新町）
　家族や自分の衣服を編
むほど手先が器用です。
　明るい性格で、ショー
トステイを利用しながら
元気に過ごしています。

　教員として長らく教育
に貢献してきた他、剣道
や庭いじりなど多趣味な
日々を送り、現在は穏や
かに過ごしています。

　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた３人を紹介します。

狩野 智江 さん（若柳元町１）
　長寿の秘訣は、家業や
お茶飲みなどを通じた人
との交流と語り、現在は
高齢者福祉施設で朗らか
に過ごしています。

                                                                                                                                                                     あい  らん

ど            もん    じ

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

古代の栗原に思いをはせる

はつらつプレーで節目を祝う

くりでん深海を行く

鶯沢幼稚園でサツマイモ植え

伝統の藍色が来場者を魅了

白熱のラリーが続く卓球大会

栗駒山で夏山開き

長寿１００歳
おめでとう
ございます



みんなの健康

広報くりはら　令和８年６月１日　　６７　　広報くりはら　令和８年６月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

夏バテに負けない！

食事で乗り切る夏の健康術
４月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。 夏バテ予防は食事から

夏は体力の消耗や室内外の温
度差による自律神経の乱れ、睡
眠不足などが原因で、夏バテが
起こりやすくなります。予防に
は、日々の食事の栄養バランス
が重要です。
夏に不足しやすい栄養素
冷たい麺類など主食のみの食
事に偏ると、糖質をエネルギー
に変換し、疲労回復に役立つ働
きがあるビタミンＢ１が不足し

やすくなります。そのため、糖
質を効率よくエネルギーに変換
できなくなり、夏バテの原因と
なります。
夏バテ予防に役立つ食材
ビタミンＢ１は豚肉や大豆類、
ウナギなどに多く含まれていま
す。また、この吸収を助ける栄
養素のアリシンを多く含むニン
ニクやネギなどの野菜と組み合
わせて食べると、より効果的に
取り込むことができます。

夏野菜を活用しましょう
夏野菜を積極的に取り入れる
ことも大切です。トマトやキュ
ウリなどには、ビタミンＣ、カ
リウム、水分などが豊富に含ま
れており、暑さで乱れがちな体
調を整えるのに役立ちます。
水分補給と睡眠も大切に
こまめな水分補給と質の良い
睡眠の確保もかかせません。毎
日の食事と生活リズムを整え、
元気に夏を過ごしましょう。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

―

―

―

―

夜間の救急対応
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問

6/7
（　）日

14
（　）日

21
（　）日

28
（　）日

栗原市立若柳病院
［若柳］☎（32）2335

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881

栗原市立栗駒病院
［栗駒］☎（45）2211

栗原市立花山診療所
［花山］☎（56）2013

阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929

萩野診療所
［金成］☎（44）2005

栗原市立高清水診療所
［高清水］☎（58）2020

サデン調剤薬局
［若柳］☎（35）1178

ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586

阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929

一桝介護調剤センター
［栗駒］☎（45）3035

栗原市立花山診療所（院内）
［花山］☎（56）2013

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614

すず薬局 高清水店
［高清水］☎（58）2019

（　　　）築　館
尾形 日菜ちゃん
 お がた ひ な

（　　　）築　館
狩野 愛茉ちゃん
 かり の え ま

（　　　）築　館
篠﨑 景くん
 しの ざき けい

（　　　）築　館
髙橋 朝飛くん
 たか はし あさ ひ

（　　　）築　館
髙橋 美玖ちゃん
 たか はし み く

（　　　）築　館
北郷 史悠くん
 ほん ごう し ゅ う

（　　　）若　柳
三野宮 楓真くん
 さん の みや ふう ま

（　　　）栗　駒
琴畑 望恋ちゃん
 こと はた み こ

（　　　）高清水
髙橋 和夏ちゃん
 たか はし のど か

（　　　）瀬　峰
佐々木 翔央くん
 さ さ き と あ

（　　　）瀬　峰
佐藤 碧くん
 さ とう あお

（　　　）瀬　峰
佐藤 凛羽ちゃん
 さ とう り あ

（　　　）瀬　峰
髙橋 愛茉ちゃん
 たか はし え ま

（　　　）瀬　峰
千葉 橙李くん
 ち ば とう り

（　　　）金　成
岩渕 蒼央くん
 いわ ぶち あ お

（　　　）金　成
齋藤 由定くん
 さい とう ゆう じょう

（　　　）志波姫
千田 朱莉ちゃん
 ち だ あか り

（　　　）志波姫
横山 心咲ちゃん
 よこ やま こ さき

※了解を得た人のみ掲載しています。
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者

栗駒南小学校　養護教諭　寺島 未悠

※1人当たりの栄養価 ： 284kcal、たんぱく質11.1ｇ、塩分0.9ｇ

力を合わせて育てよう！
てら しま     み    ゆ

たっぷり薬味の豚しゃぶ

ち     ば                    こ

　金成小中学校は、平成２６年に金成地区の５つの小学校と１
つの中学校が再編され誕生しました。本校では「つなぐ・つな
がる・つなげる」を合言葉に、学年の枠を超えて行事や学習を
しています。縦割り活動や児童生徒会活動、放課後交流学習会
など、１年生から９年生が同じ校舎で学び、日常的に関わり合
える環境を生かした活動に取り組んでいます。
　金成小中祭では、１年生から９年生がみんなで創り上げた
「金成ソーラン」を披露しました。一体感と迫力ある演技に、保
護者や地域の皆さんから大きな拍手をもらいました。これから
も学校と保護者、地域とのつながりを大切にし、９年間の学び
を通じて子どもたちを育てていきます。

つなぐ・つながる・つなげる～９年間を共に～

　築館子育て支援センターでは、９日
（火）から七夕飾りの製作を行います。
親子で一緒に製作を楽しんでみません
か。市内どこの地区からでも参加でき
ます。ぜひ、遊びに来てください。

つくってあそぼう

　４月１４日（火）に、身体測定「おおきくなったかな」を行いました。
慣れないことに緊張してしまう子もいましたが、保護者に見守られな
がら上手に測定できました。
　測り終わると「おおきくなったね」と親子で成長を実感する姿が見ら
れ、みんなで喜び合いました。

食生活改善推進員 栗駒分会  千　 まし子

●つくってあそぼう
　築　館　　９日（火）～１２日（金）　午前１０時
　栗　駒　１７日（水）　午前１０時３０分　　１０日（水）
　高清水　２４日（水）～２６日（金）　午前１０時３０分
　金　成　２５日（木）　午前１０時３０分
　花　山　２５日（木）　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　　　花山農山村交流センター
●食育講話
　若　柳　　８日（月）　午前１０時３０分
●あやめ園見学
　一　迫　１２日（金）　午前１０時３０分　　１０日（水）
　　　　　　　　　　　　一迫山王史跡公園あやめ園　　中止
●栄養士講話
　瀬　峰　１９日（金）　午前１０時３０分　　１２日（金）
●野菜の種をまこう
　鶯　沢　　９日（火）　午前１０時３０分　　１１日（木）
●歯科相談
　志波姫　　９日（火）　午前１０時３０分　　４日（木）

申

申

申

申

　栗駒南小学校では、１～２学年がサツマイモの栽培に挑戦し
ました。児童たちは、どうしたらおいしいサツマイモができる
のか、新みやぎ農協の職員や、学校の業務員から話を聞き、本
やタブレットも使って調べました。
　秋には、収穫できたサツマイモで「焼き芋パーティー」を開
き、協力してくれた人たちにおいしい焼き芋を振る舞いまし
た。児童たちからは「すごく甘くておいしい」「もっと食べた
い」という感想が多く聞かれました。自分たちで農作物を育て
る体験から、農作物を育てることの大変さを知り、生産者や食
材への感謝の気持ちを深めることができました。

❶

❷

❸

❹

三つ葉は１ｃｍの長さに切る。
小ネギとミョウガは小口切り
にし、青シソは粗みじん切り
にする。
鍋に湯を沸かし火を止めて、
３０秒おく。豚肉を入れ色が
変わるまでゆで、ざるにあげ
て、余分な水気を切る。
ボウルにＡの調味料を入れ泡
立て器で混ぜ、①、②を加え
て混ぜ合わせる。
器に③を盛り、上から白炒り
ごまをかけ、半分に切ったミ
ニトマトを飾る。

つくり方材料（４人分）
豚バラ薄切り肉 240g
三つ葉 90g
小ネギ 4本（20g）
青シソ 10枚（5g）
ミョウガ 3本（45g）
ミニトマト 4個（60g）
　　減塩みそ 大さじ1
　　減塩しょうゆ 大さじ1
　　練りごま（白） 大さじ1
　　砂糖 大さじ1
　　水 大さじ2
白炒りごま 小さじ1

Ａ

ポイント お薦めの分量の割合は、豚肉６に対して、三つ葉や小ネギなどの薬味４です。
みその種類によって塩辛さが異なるため、味見をして量を調整してください。

雨天延期、中止雨
記号の説明 申込期限申 場 場所

雨

雨

場

場

６月

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト

おおきくなったかな
志波姫子育て支援センター

センターからの連絡帳交代制でセンターの
土曜日利用開始
　交代制で６月からセンター
の土曜日利用ができるように
なりました。日程や利用でき
るセンターは、ページ右上で
確認してください。

　次の行事に参加を希望する場合は、支援センターに電話
で予約してください。
●６月と７月生まれの誕生会と七夕会
　栗　駒　７月６日（月）　午前１０時３０分　　２９日（月）
　金　成　７月７日（火）　午前１０時３０分　　３０日（火）
　志波姫　７月７日（火）　午前１０時３０分　　３０日（火）

申
申
申

子育て支援センター
【利用時間】月～金曜日 午前９時～午後５時
　　　　　土曜日（交代制） 午前９時～午後５時

※土曜日に利用できるセンターは、毎月変わります。

●６月の土曜日に利用ができるセンター

●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

金成小中学校

ア ル バ ム
思い出の

市内にお住まいの人なら、どの
センターでも利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に
遊びに来てください。

センター名 利用可能日 休業日
築　館 １３日（土） 　８日（月）
栗　駒 　６日（土） 　１日（月）

センター名 利用可能日 休業日
高清水 ２０日（土） １５日（月）
一　迫 ２７日（土） ２２日（月）
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※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山麓のめぐみ」
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、栗駒地区文字の地域おこしを担う「栗駒
山麓行者にんにく農園」を紹介します。

●行者ニンニクとは
　行者ニンニクは、山岳で修行
を行う修験道の行者が滋養のた
めに食べたことから、その名が
付いたといわれています。地下
茎の肥大部を食べる通常のニン
ニクと異なり、主に新芽が食材
として利用されます。通常のニ
ンニクよりさらに強い香りと、
滋養が強すぎて行者が修行にな
らず、食べることを禁じられた
と言い伝えられるほどの高い栄
養価が特徴です。
●ニンニクで地域おこし
　栗駒山麓でも、かつて行者ニ
ンニクは自生していましたが、
一度採りつくされてしまったこ
とで「幻の山菜」とよばれてきま
した。しかし、平成２０年岩
手・宮城内陸地震で大きな打撃
を受けた栗駒地区文字の限界集
落化を打開するため、かつて栗

駒山麓に自生した行者ニンニク
を地域の産業にしたいという思
いから、休耕田を利用して栽培
を始めました。
　行者ニンニクは、生育期間が
７年と長く、収穫期間はわずか
３週間という手がかかる食材で
すが、近年は、安定して栽培で
きるようになり、加工品の開発
や直売所での販売も進められて
きました。
　このような背景から、栗駒山
麓の行者ニンニクは、単なる農
産物ではなく、災害からの復
興、集落の再生といった、地域
づくりを象徴する特産品となっ
ています。
　栽培を希望する人には、苗の
販売や栽培方法の説明もしてい
ます。
　行者ニンニクは栗駒山麓のめ
ぐみに認定されている醤油漬、

醤油麹煮、ソーセージ、オイル
などの加工品をはじめ、多様な
料理で堪能できます。栗駒山麓
ジオパーク主催のイベントの
他、市内各地の店舗で販売をし
ています。栗原の新しい特産品

「行者ニンニク」をぜひ、味わっ
てください。

行者にんにく
ソーセージとオイル▶

◀行者にんにく醤油
　漬と醤油麹煮

▲栗駒地区文字にある農園

新緑あふれる世界谷地を歩きませんか
　世界谷地でガイドツアーイベント「ジオガイドと歩く世界谷地原生花園散策」を開催します。
ニッコウキスゲをはじめ、初夏の花が見頃を迎える季節です。ぜひ、お越しください。
●日　　時　６月１３日（土）、１４日（日）、２０日（土）、
　　　　　　２１日（日）、２７日（土）、２８日（日）
　　　　　　午前９時～午後１時３０分
●案内時間　１時間１５分程度
●参加方法　予約不要です。当日世界谷地駐車場に設営

するテントにお越しください。
●費　　用　１人１，０００円
※天候などにより中止する場合があります。
※詳しくは、栗駒山麓ジオパーク公式Facebookで確認してください。

●読み聞かせボランティア募集
　市立図書館では、毎週土曜日に開催
している「おはなし会」で、職員と一緒
に絵本の読み聞かせや手遊びなどをす
るボランティアを募集しています。
　初めての人でも大歓迎です。子ども
たちと一緒に絵本を通して楽しい時間
を過ごしませんか。
　興味のある人は、市立
図書館まで問い合わせく
ださい。
※未成年の人は、保護者の承諾

が必要です。

豆は煮えたか
朝井 まかて 著　文藝春秋

　お玉は、深川の水茶屋ささげやの女主
人。亭主を亡くしてから名物豆餅の味は
下がり閑古鳥が鳴く毎日だが、お玉には
裏の稼業がある。掌を合わせると、少し
先の未来が見えて…。占い×時代小説。

だあれのめ？
accototo 著　文溪堂

　おひさまを見ている、ねこ。地平線を
見ている、きりん。空に浮かぶくもを見
ている、りす…。「このめ、だあれの
め？」の問いかけでページをめくると、
生き物たちが見ている優しい世界が広が
る絵本。

あ っ こ と と

あさ    い

栗駒ＧＯＺＡ-ｉｎ踊り子隊

※市内で活動する団体の
　情報をお寄せください

　私たちは、市内外のイベントで活動するよさこいチーム
です。練習は毎週金曜日の午後７時３０分から午後８時３０
分まで、栗駒みちのく伝創館で行っています。
　よさこいは戦後復興の願いを込め、昭和２９年頃に高知
県で誕生し、平成初期には大きなブームが起こり全国へ広
まりました。当チームは平成１２年に結成し、当時は８０
人以上の隊員で鳴子の音を響かせました。
　その後、２つの震災やコロナ禍で解散の危機もありまし
たが、昨年２歳から小学６年生までの９人が入隊しまし
た。新たなエネルギーが加わり、現在は総勢３７人で、ま
すます元気に活動しています。
　練習の成果は「くりこま山車まつり」をメインに、初夏か
ら秋にかけて市内外のイベントで披露しています。
　見学、入隊をお待ちしています。
　

栗駒ＧＯＺＡ-ｉｎ踊り子隊　平田
　 ☎（４５）１０２１

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

「宮城県漁具図解及び略解」
期 間　６月６日（土）～２１日（日）

しょう   ゆ    づけ

こうじ  に

115

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お知らせ
お す す め今月の 本

90
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

6 月
202６年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403金成延年閣　　　　　 10：30～11：30
イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

１ 日（月）

２ 日（火）

３ 日（水）

４ 日（木）

５ 日（金）

６ 日（土）

７ 日（日）

８ 日（月）

９ 日（火）

１０ 日（水）

１１ 日（木）

１２ 日（金）

１3 日（土）

１４ 日（日）

15 日（月）

16 日（火）

17 日（水）

18 日（木）

19 日（金）

20 日（土）

21 日（日）

22 日（月）

23 日（火）

24 日（水）

25 日（木）

26 日（金）

27 日（土）

28 日（日）

29 日（月）

30 日（火）

11：00～12：006日（土）、20日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日
11：00～12：0017日（水）

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：0010日（水）、24日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日

かんたん筋トレストレッチ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45栗駒総合体育館 毎週金曜日
10：30～11：3020日（土）、27日（土）

若柳朝市 6：00～8：00
毎週土曜日に開催 若柳ドリーム・パル 若柳朝市実行委員会

090（6255）6164

市民講座「くりでんミュージアムが
できるまで」 13：30～15：00 栗原文化会館 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

栗原市メンタルヘルス相談 5日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 12日（金）
精神保健福祉士による依存症専門相談

（アルコール・ギャンブルなど） 5日（金） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 10日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 8日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 11日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00築館総合支所 ９日（火）、 23日（火）

若柳総合支所 18日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 19日（金）築館保健センター

こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 30日（火）栗原中央病院 29日（月）

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 26日（金） 19日（金）市役所

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 10日（水）、 27日（土）

こす もす

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 13日（土）市民活動支援センター

マチカリ 11：00～15：00 築館総合支所 築館商店会　柴田
090（2989）8179

つきだて朝市 6：00～7：30
21日も開催 市役所 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

小さな町の小さなカーフェスタ 7：00～14：00 細倉マインパーク第２駐車場 小さな町の小さなカーフェスタ実行委員会
090（7522）5469

第42回山王史跡公園あやめ祭り 8：30～17：00
７月１日まで 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会

（52）2114

第24回みてけらいん美術展 10：00～17：00
21日15：00まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

第38回みちのく鹿踊大会 10：00～14：00 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会
（52）2114

第５回栗原市親睦芸能発表会 12：00～ 若柳ドリーム・パル レクダンス雅
（45）1389

第43回くりこま夜市ナイトマーケット 15：00～20：00 六日町通り商店街 ナイトマーケット実行委員会
kurikoma.yoichi@gmail.com

ジオガイドと歩く世界谷地原生花園
散策

9：00～13：30
６日、７日を除く、土・日曜日開催 世界谷地原生花園 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

レールバイク乗車会 10：00～15：30
21日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

第36回あやめ祭り神楽大会 9：00～14：00 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会
（52）2114

第23回いちはさま軒下マルシェ 9：30～15：00 あやめの里駐車場〔一迫〕 いちはさま軒下マルシェ実行委員会
（52）2028

栗原市総合防災訓練 8：43～ サン・スポーツランド栗駒 総務部危機対策課
（22）1149

　

水のはたらきを体験しよう！ 10：30～11：30 栗駒山麓ビジターセンター 栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

古布ふぞろいの会作品展示 10：00～15：00
27日も開催 高清水コミュニティセンター 古布ふぞろいの会

080（6037）0946

第47回少年の主張栗原大会 13：30～ 志波姫この花さくや姫プラザ 教育部社会教育課
（42）3514

朗読劇「10年後の君へ栗原公演
２０２６」

昼公演13：00～
夜公演17：00～ 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429瀬峰公民館

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

東北職業能力開発大学校
オープンキャンパス 10：00～13：00 東北職業能力開発大学校 東北職業能力開発大学校

（22）6614

第42回わんぱく相撲栗原場所
宮城県大会 みちのく伝創館〔栗駒〕 栗原青年会議所

（22）12329：00～13：00

第２7回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
8月30日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

黒澤達矢の鳥瞰図・原画展 10：00～17：00
７月26日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234
くろ  さわ たつ  や　　　ちょうかん  ず

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター
ひありんく栗原（22）763113：30～15：30 花山総合支所

みんなでしあわせになるまつり
inくりでんミュージアム 10：00～16：00 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961イン

※ オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

築館

築館

築館

瀬峰総・高清水総

瀬峰総・高清水総

築館・若柳・栗駒

延年閣

鶯沢総

延年閣

鶯沢小・鶯沢総若柳総・イオン・志波姫小

若柳総・イオン・志波姫小
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議会中継

県土木部総合
情報システム

県砂防総合
情報システム

県河川流域
情報システム

　
今
、
栗
原
の
大
地
は
新
緑
の

ま
ぶ
し
い
季
節
を
迎
え
、
市
内

に
は
、
田
園
の
水
面
に
映
る
栗

駒
山
な
ど
、
生
命
の
息
吹
を
感

じ
る
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
14
日
が
近
づ
く

た
び
に
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た「
平

成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」

を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
へ
の
哀
悼
の
念
と
、

全
国
か
ら
の
支
援
の
も
と
、
復

興
に
取
り
組
ん
だ
当
時
を
振
り

返
り
、
震
災
の
経
験
や
教
訓
を

地
域
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
、

未
来
へ
語
り
継
い
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　
栗
原
の
震
災
の
経
験
と
教
訓

は
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の

活
動
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
の
脅
威
だ
け
で
は
な

く
、
大
地
の
成
り
立
ち
や
自
然

の
恵
み
を
学
び
、
次
の
世
代
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
大
切
な
使
命
で
す
。

　
今
年
も
三
陸
沖
を
は
じ
め
各

地
で
地
震
が
相
次
い
で
お
り
、

自
然
災
害
の
脅
威
は
、
常
に
私

た
ち
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。
市

で
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま

え
、
今
年
３
月
に
小
型
と
大
型

の
ト
イ
レ
カ
ー
２
台
を
導
入
し
、

災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
日
頃
か
ら
地
域

で
支
え
合
い
、
防
災
意
識
を
高

め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
語
り
継
ぐ
震
災
の
記
憶

教
育
長
に
千
葉
氏
が
再
任

　
５
月
20
日（
水
）付
け
で
、
千
葉

睦
子
氏（
62
歳
）が
教
育
長
に
再
任

し
ま
し
た
。

【
略
歴
】

　
平
成
元
年
宮
城
県
教
諭
採
用
。

鶯
沢
中
学
校
教
頭
、
宮
野
小
学

校
校
長
、
県
北
部
教
育
事
務
所

栗
原
地
域
事
務
所
管
理
主
事
、

県
教
育
庁
義
務
教
育
課
課
長
、

大
崎
市
立
古
川
中
学
校
校
長
を

歴
任
。
令
和
５
年
か
ら
、
市
教

育
長
に
就
任
。

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

令
和
８
年
第
３
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
６
月
９
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
16
日（
火
）〜
19
日（
金
）本
会

議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
22
日（
月
）本
会
議
　
議
案
の

総
括
質
疑
な
ど

□
23
日（
火
） 各
常
任
委
員
会
・

分
科
会
　
付
託
議
案
審
査

□
24
日（
水
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※
６
月
24
日（
水
）は
、
午
後
１
時
30
分

　
開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
６
月
19
日

　（
金
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
本
会
議
中
継
は
、
本
庁
舎
や
各

総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き

る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議
会

情
報
か
ら
、
中
継
を
視
聴
で
き
ま

す
。
　
　
　

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

市
立
病
院
の
統
合
・
再
編

に
向
け
た
市
民
説
明
会

　
栗
原
中
央
病
院
、
若
柳
病
院
、

栗
駒
病
院
の
市
立
３
病
院
の
経
営

状
況
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
患
者

数
の
減
少
や
物
価
高
騰
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
す
。

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
市
立
病
院
の
統

合
・
再
編
方
針
に
つ
い
て
、
次
の

日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　
若
柳
会
場

□
日
時
　
６
月
29
日（
月
）

　
午
後
２
時
〜
、
午
後
７
時
〜

□
場
所
　
若
柳
総
合
支
所

栗
駒
会
場

□
日
時
　
７
月
２
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
、
午
後
７
時
〜

□
場
所
　
栗
駒
総
合
支
所

※

各
会
場
と
も
に
同
じ
内
容
で
す

●
内
容
　
市
立
病
院
の
統
合
、
再

編
方
針
な
ど

●
申
し
込
み
　
不
要

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）5
6
3
1

土
砂
災
害
防
止
月
間

　
６
月
は
、
土
砂
災
害
が
多
い
時

期
で
す
。
次
の
情
報
な
ど
を
活
用

し
、
家
族
や
地
域
で
の
自
主
的
な

防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
真
坂
館
跡
は
、
一
迫
地
区
真
坂

に
あ
る
近
世
の
城
館
跡
で
す
。
か

つ
て
は
照
井
川
、
後
に
一
迫
川
と

呼
ば
れ
た
迫
川
左
岸
の
丘
陵
に
位

置
す
る
こ
の
場
所
に
は
、
仙
台
藩

伊
達
家
の
重
臣
で
あ
る
白
河
氏
の

館
が
あ
り
ま
し
た
。

　
福
島
県
の
白
河
城
を
居
城
と
し

て
い
た
白
河
氏
は
、
小
田
原
攻
め

に
参
陣
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
豊
臣
秀
吉
に
領
地
を
没
収
さ
れ

た
後
、
慶
長
６
年（
1
6
0
1
年
）

に
伊
達
政
宗
に
召
し
抱
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
崎
市
岩
出
山

真
山
の
小
坪
に
領
地
を
拝
領
し
、

延
宝
３
年（
1
6
7
5
年
）に
は
、

伊
達
家
の「
一
門
」と
い
う
高
い
家

格
を
拝
し
て
い
ま
す
。

　
一
迫
地
区
真
坂
の
領
地
は
享
保

３
年（
1
7
1
8
年
）に
賜
っ
た
も

の
で
あ
り
、
白
河
氏
は
翌
享
保
４

年
に
完
成
し
た
真
坂
館
に
移
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
丘
陵
頂
部
の

真
坂
館
に
対
し
、
そ
の
南
側
、
川

に
面
し
た
丘
陵
裾
部
の
一
迫
地
区

川
内
は
家
臣
が
居
住
す
る
家
中
屋

敷
に
あ
た
る
場
所
で
す
。
文
化
14

年（
1
8
1
7
年
）の
様
子
を
記
し

た
と
さ
れ
る
絵
図
、「
伊
達
藩
御
一

門
白
河
家
川
内
家
中
屋
敷
」に
は
、

山
頂
の「
御
館
」と
麓
の
門
や
家
中

屋
敷
、
大
手
で
あ
る
桜
小
路
や
馬

場
、
的
場
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、

地
形
を
生
か
し
て
配
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
現
在
の
様
子
か
ら
も

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

●
県
土
木
部
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
河
川
・
砂
防
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

●
県
砂
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
危
険
箇
所
の
土
砂
災
害
発
生

関
連
情
報
を
提
供

●
県
河
川
流
域
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
雨
量
や
河
川
の
水
位
、

ダ
ム
の
各
種
情
報
を
提
供
し
、

警
報
や
警
戒
態
勢
情
報
を
伝
達

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
や
、
緊
急

地
震
速
報
な
ど
、
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
伝
達
す
る「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」の
全

国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
日
時
　
６
月
３
日（
水
）

　
午
前
11
時
頃

●
試
験
内
容
　
国
か
ら
配
信
さ
れ

た
緊
急
情
報
を
受
信
し
、
防
災

行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
て
、

試
験
用
の
放
送
を
市
内
一
斉
に

流
し
ま
す
。

※

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
午
前
10

時
に
試
験
実
施
の
事
前
告
知
放
送
を

行
い
ま
す
。

※

安
全
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

災
害
の
発
生
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
試

験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

市
総
合
防
災
訓
練
開
催

　
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
や
東
日
本
大
震
災
、
平
成
29
年

５
月
に
発
生
し
た
築
館
宮
野
大
規

模
火
災
で
の
経
験
と
記
憶
を
後
世

に
伝
え
、
災
害
へ
の
備
え
を
強
化

す
る
た
め
に
、
総
合
防
災
訓
練
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
21
日（
日
）

　
午
前
８
時
43
分
〜

●
場
所
　
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
栗
駒

●
内
容
　
消
火
訓
練
、
救
出
訓
練

な
ど

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

黙
と
う
の
お
願
い

　
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
か
ら
18
年
を
迎
え
る
６
月
14
日
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
た
め
、
黙
と
う
を

行
い
ま
す
。

　
当
日
は
合
図
と
し
て
、
防
災
行

政
無
線
で
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
日
）

　
午
前
８
時
43
分
か
ら
30
秒
間

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

揚
水
機
場
の
電
気
料
金

を
補
助

　
農
業
用
水
の
た
め
揚
水
機
場
の

運
転
に
使
用
し
た
電
気
料
金
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
２
戸
以
上
の
農
家
で
組

　
織
す
る
団
体（
水
利
組
合
な
ど
）

※

個
人
や
土
地
改
良
区
、
市
管
理
の
も

の
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
率
　
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
電
気
料
金
の
総
額
が
２
万
円

以
上
の
場
合
、
支
払
い
額
の
15

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
25
パ
ー
セ
ン

ト
を
補
助

●
申
込
期
限
　
10
月
30
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
各
総
合
支
所
に
備

え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

か 

ち
ゅ
う

　 や

　 し
き

250 市
内
の
文
化
財
散
策

真
坂
館
と
家
中
屋
敷

▲真坂館跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

じ
ょ
う
か
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あ
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だ
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は
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も
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し
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か
わ
　
け
　
か
わ  

う
ち
　か 

ち
ゅ
う  

や
　
し
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お
　
や
か
た

所
在
地
　
一
迫
真
坂
字
山
の
上
、
川
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ち
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む
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こ

▲千葉　睦子　教育長

▲新たに導入したトイレカー
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住
宅
耐
震
改
修
な
ど
で

固
定
資
産
税
が
減
額

　
住
宅
の
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
お
よ
び
省
エ
ネ
改
修
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

改
修
し
た
家
屋
分
の
固
定
資
産
税

の
一
部
を
減
額
し
ま
す
。
要
件
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
改
修

●
要
件
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
現

行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

改
修
工
事
費
が
、
１
戸
当
た
り

50
万
円
を
超
え
る
住
宅

●
減
額
率
　
２
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

●
要
件
　
新
築
し
た
日
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅

①
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住

す
る
住
宅

□
65
歳
以
上
の
人

□
要
介
護
ま
た
は
、
要
支
援

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

□
障
害
が
あ
る
人

②
次
の
工
事
で
、
補
助
金（
居

宅
介
護
住
宅
改
修
費
、
介
護

予
防
住
宅
改
修
費
）な
ど
を

除
い
た
自
己
負
担
金
が
、
50

万
円
を
超
え
る
住
宅

□
廊
下
の
拡
幅
工
事

□
階
段
の
こ
う
配
緩
和
工
事

□
浴
室
、
ト
イ
レ
の
改
修
工

事
な
ど

③
改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
２
８
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下

●
減
額
率
　
３
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
０
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

省
エ
ネ
改
修

●
要
件
　
次
の
①
、
②
の
全
て
に

該
当
す
る
住
宅

①
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
、
次
の
改
修
工
事

費
の
合
計
が
60
万
円
を
超
え

る
住
宅
。
ま
た
は
、
次
の
改

修
工
事
費
の
合
計
が
50
万
円

を
超
え
太
陽
光
発
電
装
置
な

ど
の
設
置
に
か
か
る
工
事
費

と
合
わ
せ
て
60
万
円
を
超
え

る
住
宅

□
窓
の
断
熱
改
修
工
事（
必
須
）

□
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

□
壁
の
断
熱
改
修
工
事

□
床
の
断
熱
改
修
工
事

※

浴
室
、
ト
イ
レ
の
み
の
窓
断
熱
改
修

は
、
対
象
外
で
す
。

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
２
８
０

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

●
減
額
率
　
３
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

共
通
事
項

●
減
額
期
間
　
改
修
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
の
み

●
手
続
方
法
　
改
修
後
３
カ
月
以

内
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
備
え
付
け
の
申
告
書
　
に
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
点
　
上
限
を
超
え
た
床
面

　
積
は
、減
額
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

と
省
エ
ネ
改
修
の
減
額
制
度
は

併
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の

制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の

使
用
可
能
期
間
を
延
長

　
中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
ご

み
袋
の
原
料
に
使
わ
れ
る
ナ
フ
サ

の
供
給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
指
定
ご
み
袋

以
外
で
も
、
ご
み
出
し
が
で
き
る

期
限
を
延
長
し
ま
す
。

●
期
限
　
６
月

３０
日（
火
）

●
ご
み
の
出
し
方
　
市
指
定
の
ご

み
袋
を
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

次
の
出
し
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
袋
は
、
中
身
が
見
え
る
市
販

の
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
用
す
る
。

□
袋
の
大
き
さ
は
、
45
リ
ッ
ト

ル
以
内
。

□
表
示
の
記
入
は
、
必
ず
、
袋

に「
も
や
せ
る
ご
み
」ま
た
は
、

　「
も
や
せ
な
い
ご
み
」と
記
入

す
る
。

●
注
意
事
項
　
次
の
袋
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

□
黒
色
な
ど
の
中
身
の
見
え
な

い
袋
。

□
他
の
市
町
村
の
指
定
ご
み
袋
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

　

ご
み
の
減
量
化
に

協
力
を

　
市
で
は
、
資
源
ご
み
と
し
て
12

品
目
を
分
別
収
集
し
、
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
に
で
き
る
ご
み
を
分
別
す

る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
や
、
ご

み
袋
の
使
用
量
の
減
少
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
集
積
所
に
ご
み
を
出
す
前
に
、

も
う
一
度
確
認
し
、
資
源
の
有
効

活
用
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
資
源
ご
み
の
分
別
品
目

　
□
新
聞
紙

　
□
本
、
雑
誌

　
□
段
ボ
ー
ル

　
□
ス
チ
ー
ル
缶

　
□
ア
ル
ミ
缶

　
□
紙
パ
ッ
ク

　
□
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
□
生
き
瓶

　
□
そ
の
他
の
瓶

　
□
紙
製
容
器
包
装

　
□
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

※

プ
ラ
マ
ー
ク
表
示
が
あ
る
も
の
は
、

集
積
所
の
緑
色
の
ネ
ッ
ト
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
□
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
で
、
約
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の
は
、
集
積
所
の
黄

色
の
ネ
ッ
ト
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

い
ず
れ
も
汚
れ
が
無
い
も
の
が
対
象

で
す
。

●
食
品
ロ
ス
の
削
減
　
食
品
ロ
ス

に
は
、
次
の
取
り
組
み
が
有
効

で
す
。

□
食
材
を
買
い
す
ぎ
ず
、
買
っ

た
も
の
は
使
い
切
る
。

□
期
限
表
示
が
古
い
も
の
か
ら

使
用
す
る
。

□
料
理
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け

作
る
。

□
野
菜
や
果
物
の
皮
は
厚
む
き

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

□
外
食
す
る
際
は
、
食
べ
き
れ

る
量
を
注
文
す
る
。

●
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
　
ご
み

の
減
量
化
に
は
、
次
の
取
り
組

み
が
大
切
で
す
。

□
買
い
物
の
際
、
過
剰
な
包
装

は
断
る
。

□
生
ご
み
は
、
徹
底
し
て
水
気

を
切
る
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

発
電
事
業
を
実
施
す
る

場
合
は
届
け
出
を

　
発
電
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は

条
例
に
基
づ
き
、
住
民
な
ど
へ
の

説
明
会
開
催
や
、
市
へ
の
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
届
け
出
が
必
要
な
発
電
事
業

　
　
発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
事
業

※

太
陽
光
発
電
事
業
の
う
ち
、
建
築
物

　
の
屋
根
や
屋
上
で
行
う
事
業
、地
す
べ

　
り
防
止
区
域
な
ど
の
抑
制
区
域
以
外

に
設
置
す
る
発
電
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
事
業
は
、
届
け
出
対
象
外
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

総
合
支
所
の
窓
口
受
付

時
間
を
変
更

　
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
、

よ
り
安
定
し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
総
合

支
所
の
窓
口
受
付
時
間
を
変
更
し

て
い
ま
す
。

●
内
容

□
窓
口
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
30
分

□
対
象
　
総
合
支
所
の
全
て
の

窓
口

●
そ
の
他
　
次
の
業
務
は
、
こ
れ

　
ま
で
ど
お
り
、午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
時
間
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

□
出
生
や
死
亡
、
婚
姻
や
離
婚

な
ど
戸
籍
に
関
す
る
届
出

□
電
話
、メ
ー
ル
な
ど
、対
面
以

　
外
の
通
信
手
段
に
よ
る
相
談

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
店
舗
　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

　
機
を
設
置
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど

●
取
得
で
き
る
証
明
書

□
住
民
票
の
写
し
　
３
０
０
円

※

本
人
と
本
人
の
同
一
世
帯
分

※

除
票
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
個
人
番

号
を
記
載
し
た
も
の
は
取
得
不
可

□
印
鑑
登
録
証
明
書
３
０
０
円

※

本
人
分

□
所
得
課
税
証
明
書
３
０
０
円

※

過
年
度
は
取
得
不
可

※

本
人
分

□
戸
籍
謄
本（
抄
本
）４
５
０
円

□
戸
籍
の
附
票
　
　
３
０
０
円

※

栗
原
市
に
本
籍
が
あ
り
、
本
人
が

在
籍
す
る
現
在
の
戸
籍

※

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
取
得
不
可

●
利
用
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

※

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）、

　
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

●
準
備
す
る
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
※

　
の
暗
証
番
号

※
カ
ー
ド
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
付
申
請

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
か
ら
手
数
料
な
ど
の
決
済

ま
で
を
、
い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
完
結
で
き
ま
す
。
ま
た
、
証
明

書
は
後
日
、
住
所
登
録
地
へ
郵
送

す
る
た
め
、
窓
口
へ
の
来
庁
は
不

要
で
す
。

●
取
得
で
き
る
証
明
書
　
戸
籍
・

除
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書
、

　
住
民
票
の
写
し
、税
証
明
書
、独

　
身
証
明
書
、
身
分
証
明
書
な
ど

●
決
済
方
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

□
J
C
B

□
V
I
S
A

□
Ma
s
t
e
r
c
a
r
d 

な
ど

Q
R
コ
ー
ド
決
済 

P
a
y
P
a
y

●
郵
送
料
　

□
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト

４
３
０
円

□
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
プ
ラ
ス

６
０
０
円

※

い
ず
れ
か
の
方
法
を
選
択
で
き
ま
す
。

※

別
途
、
証
明
書
発
行
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

●
準
備
す
る
も
の
　
パ
ソ
コ
ン
ま

　
た
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
署
名
用
電

子
証
明
書
の
暗
証
番
号
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー

※

そ
の
他
、専
用
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

　
ル
が
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法
　
栗
原
市
ス
マ
ー
ト

申
請
シ
ス
テ
ム
か
ら
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項
な
ど
は
、
栗
原
市
ス
マ
ー
ト

申
請
シ
ス
テ
ム
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）3
2
1
1

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

栗原市スマート
申請システム

ビ
　
　
　
　
ザ

マ
　
　
ス
　
　
タ
　
　
ー  

　
　
カ
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イ
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▲前回の式典の様子▲運行するレトロなボンネットバス

▲佐藤　久美 さん
　（栗駒下文字）

さ とう　 く　 み
▲内藤　昌子 さん
　（一迫竹の内）

ないとう　まさ  こ

▲栗原ドリームアンバサダー
　岩田華怜さん

栗
原
市
良
い
歯
の
表
彰

　
６
月
は
市
で
定
め
た「
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
月
間
」で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

市
で
は
、
令
和
７
年
度
に
実
施
し

た
市
の
歯
周
疾
患
検
診
の
結
果
、

60
歳
で
24
本
以
上
、
70
歳
で
22
本

以
上
の
健
康
な
歯
と
歯
肉
を
維
持

し
、
日
常
か
ら
歯
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　
写
真
の
２
人
の
他
、
小
野
寺
恵

さ
ん（
志
波
姫
南
）が
受
賞
し
ま
し

た
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

農
業
者
年
金
現
況
届

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
引
き
続
き
受
給
資
格
を
確

認
す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
11
月
の
定
期
支
払

分
か
ら
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止

め
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
　
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
郵
送
さ
れ
た
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
30
日

　（
火
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
経
営
移
譲
年
金
、
特
例
付
加
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
農
地
の
返
還

や
取
得
な
ど
で
、
農
地
経
営
を
再
開

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）１
２
３
９

下
水
道
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

　
調
理
後
の
廃
油
を
下
水
道
管
へ

大
量
に
流
す
と
、
管
内
で
固
ま
っ

て
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
油

脂
は
新
聞
紙
に
吸
収
さ
せ
る
か
、

処
理
袋
や
処
理
剤
を
利
用
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
油
を
多
く
使
用
す
る

事
業
者
は
、
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
の
阻
集
器
を
定
期
的
に
点
検
、

清
掃
し
、
油
脂
が
流
れ
出
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は
絶
対

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会

　
20
歳
を
迎
え
た
青
年
を
祝
い
励

ま
す
た
め
、
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
９
年
１
月
10
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
対
象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※

案
内
状
は
11
月
中
旬
に
発
送
予
定

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

男
女
共
同
参
画
週
間

　
６
月
23
日（
火
）か
ら
29
日（
月
）

は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
誰
も
が
、
職
場
や
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
に
は
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

第
 47
回
少
年
の
主
張

栗
原
大
会

　
中
学
生
が
日
頃
心
に
思
い
、
感

じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
30
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分

●
場
所
　
志
波
姫
こ
の
花
さ
く
や

姫
プ
ラ
ザ

●
発
表
者
　
市
内
中
学
校
お
よ
び

　
義
務
教
育
学
校
の
代
表
生
徒
７
人

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）3
5
1
4

市
民
講
座
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
で

き
る
ま
で

　
来
年
４
月
で
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
10
周
年
に
向
け
て
市
民
講
座

を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

□
第
２
回
講
座
　
６
月
28
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
設
立
を
振
り
返
る
市
民
講
座

●
定
員
　
50
人
　

●
参
加
費
　
無
料

●
講
師
　

□
宮
城
学
院
女
子
大
学

　
大
平
　聡
　氏

□
一
橋
大
学
教
授

　
高
嶋
　修
一
　氏

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
に

な
る
ま
つ
り

 in
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

●
日
時
　
６
月
14
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
内
容
　
旧
車
の
展
示
、
く
り
で

ん
乗
車
会
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

乗
車
会

●
く
り
で
ん
乗
車
会

　
□
日
時
　
６
月
14
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
□
費
用

　
　
小
学
生
以
上
１
人
３
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

●
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会

　
□
日
時
　
６
月
14
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
□
費
用
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

　
☎（
24
）7
9
6
1

第
 24
回
栗
原
み
て
け

ら
い
ん
美
術
展

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
高

校
生
以
上
の
絵
画
愛
好
者
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
13
日（
土
）〜
21
日

　（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

15
日（
月
）は
休
館
日

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
栗
原
文
化
会
館☎（

23
）１
２
３
４

み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
男
女
を
支
援
す
る
た
め
、
み
や

ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー「
み
や
マ

リ
！
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
県
内
に
居
住
や
勤
務
、

ま
た
は
、
将
来
的
に
移
住
予
定

で
、
20
歳
〜
49
歳
ま
で
の
独
身

男
女

●
登
録
料
　
　
　
　
１
万
１
千
円

※

20
歳
代
の
人
は
半
額

※

登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
み
や
ぎ

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　
み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
797
）３
０
８
３

登
録
料
を
助
成
　

　
市
で
は
、
み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
入
会
登
録
料
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

４
月
１
日
以
降
に
会
員
登
録
し

た
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
独
身
の
人
　

●
助
成
金
額
　
　
　
１
万
１
千
円

※
20
歳
代
の
人
は
半
額

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
移
住
定

住
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
出
会
い
の
機
会
を

作
る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
や

結
婚
相
談
員
に
よ
る
相
談
な
ど
で

婚
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
結
婚
を
誠
実
に
希
望
す

る
25
歳
〜
49
歳
ま
で
の
独
身
者

●
費
用

□
入
会
金
　
　
　
　
　
５
千
円

□
紹
介
料
　
男
性
１
万
５
千
円

　
　
　
　
　
女
性
　
　
５
千
円

※

成
婚
料
不
要

□
お
見
合
い
料
　
　
　
　
千
円

※

お
見
合
い
の
紹
介
は
５
人
ま
で

※

入
会
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
青
年
婚

活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
で

　
確
認
す
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー☎

０
２
２（
293
）４
６
３
８

お
　 

の
　 

で
ら
め
ぐ
み

い
わ
　
た
　 

か
　
れ
ん

お
お 

ひ
ら
　 

さ
と
し

た
か 

し
ま
　
し
ゅ
う 

い
ち

移住定住サイト

きてみらいん
くらしたい栗原

みやぎ結婚
支援センター
ウェブサイト

婚
活
支
援
情
報　 

　
企
画
部
定
住
戦
略
室
　
☎（
22
）１
１
２
５

　
栗
原
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
岩
田
華
怜
さ
ん
が
市
内
で
朗
読

劇
を
上
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
20
日（
土
）

　
□
昼
公
演
　
午
後
１
時

　
□
夜
公
演
　
午
後
５
時

※

開
場
は
、
開
演
の
30
分
前

※

未
就
学
児
は
入
場
不
可

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
栗
原
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
岩
田
華
怜
さ
ん
が
制

作
と
演
出
を
手
掛
け
る
朗
読
劇

で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
記
憶

を
テ
ー
マ
に
上
演
し
ま
す
。

●
費
用
　

　
□
小
・
中
学
生
　
　
　
　
千
円

　
□
高
校
生
以
上
　
　
　
３
千
円

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
栗
原
文
化
会
館
、
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

栗
原
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
　岩
田
華
怜

朗
読
劇「
10
年
後
の
君
へ
栗
原
公
演
２
０
２
６
」

　 

　
栗
原
文
化
会
館
　
☎（
23
）１
２
３
４

みやぎ青年婚活
サポートセンター
ウェブサイト

イ
ン
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▲昨年派遣した親善大使

放
射
能
関
連
相
談

　
食
品
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※

市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

市
看
護
学
生
修
学
資
金

貸
付
制
度
追
加
募
集

　
市
立
病
院
や
市
立
診
療
所
で
看

護
師
と
し
て
働
こ
う
と
す
る
人
を

対
象
に
、修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
ま
た
は
、
都
道
府
県

知
事
が
指
定
し
た
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
を
養
成
す
る
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人

●
募
集
人
数
　
２
人

●
交
付
額
　
月
５
万
円
　
※
無
利
子

●
交
付
期
間
　
貸
付
を
決
定
し
た

日
か
ら
学
校
を
卒
業
す
る
月
ま

で
の
最
長
４
年
間

●
返
還
免
除
　
看
護
師
養
成
学
校

な
ど
を
卒
業
後
、
直
ち
に
市
立

病
院
や
市
立
診
療
所
の
看
護
師

　（
正
規
職
員
に
限
る
）に
な
り
、

修
学
資
金
を
借
り
た
期
間
に
１

年
を
加
え
た
期
間
を
引
き
続
い

て
勤
務
し
た
場
合
、
修
学
資
金

の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

市
立
病
院
、
市
立
診
療
所
へ
の
採
用

を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
面
接
日
　
令
和
９
年
２
月

※

日
時
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
令
和
９
年
１
月
29

日（
金
）

●
申
し
込
み
　
栗
原
中
央
病
院
２

階
医
療
管
理
課
に
備
え
付
け
の

貸
付
要
項
　
を
確
認
の
上
、
問

い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-
２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

栗
原
市
女
性
人
材
リ
ス
ト

へ
の
登
録
者
募
集

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
よ
り
多
く
の

女
性
の
意
見
や
視
点
が
必
要
で
す
。

市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
一
環
と

し
て
、
よ
り
多
く
の
女
性
に
、
政

策
や
方
針
決
定
の
場
に
参
画
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て「
女

性
人
材
リ
ス
ト
」を
作
成
し
、
市

の
審
議
会
や
委
員
会
の
委
員
選
考

の
参
考
に
し
ま
す
。

　
市
政
に
関
心
が
あ
り
、
自
己
の

知
識
や
経
験
、
能
力
を
発
揮
し
た

い
女
性
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
政
に
興
味
関
心

が
あ
る
18
歳
以
上
の
女
性
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

□
市
内
に
居
住
ま
た
は
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人

□
主
た
る
活
動
の
場
所
が
市
内

の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

※

高
校
生
を
除
く

●
登
録
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、問
い

合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
随
時
受
付

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
１
３

　
　
　kyodo@

kuriharacity.jp

第
３
回
く
り
は
ら
親
善

大
使
団
員
募
集

　
異
文
化
の
理
解
と
、
将
来
を
担

う
国
際
的
視
野
を
持
つ
人
材
育
成

を
目
指
し
、
中
学
生
の
台
湾
派
遣

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
程
　
12
月
22
日（
火
）〜
26
日

　（
土
）４
泊
５
日

●
訪
問
先
　
南
投
市
、
台
北
市

●
研
修
内
容

□
学
校
交
流

□
防
災
学
習

□
南
投
市
な
ど
の
歴
史
・
文
化

学
習

●
対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
２
年

生
、
義
務
教
育
学
校
８
年
生

●
定
員
　
20
人

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
５
万
円

※

国
内
研
修
費
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
経

費
、
保
険
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法
　
筆
記
試
験
と
集
団

面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
選
考

□
日
程
　
７
月
26
日（
日
）

□
場
所
　
若
柳
公
民
館

●
申
込
期
限
　
６
月
30
日（
火
）

　
午
後
５
時

●
申
し
込
み
　
市
立
中
学
校
や
義

務
教
育
学
校
ま
た
は
、
問
い
合

わ
せ
先
に
備
え
付
け
の
申
し
込

み
用
紙
　
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
の
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
演
出
や
進
行
を
支
え
る
舞
台
・

照
明
・
音
響
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
華
や
か
な
舞
台
裏
を
支
え
る
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
７
月
24
日（
金
）、
31
日

　（
金
）、
８
月
７
日（
金
）、
25
日

　（
火
）午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
対
象
者
　
18
歳
以
上
で
、
講
座

終
了
後
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ

　
ブ
に
登
録
し
、若
柳
ド
リ
ー
ム・

　
パ
ル
が
主
催
・
企
画
す
る
事
業

ま
た
は
、
利
用
団
体
の
要
請
に

応
じ
て
活
動
で
き
る
人

※

高
校
生
は
除
く

●
定
員
　
5
人
程
度

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
込
期
限
　
７
月
５
日（
日
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

定
期
募
集

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

□
薬
師
台
住
宅（
築
館
）　
　
１
戸

□
上
堤
住
宅（
若
柳
）　
　
　
１
戸

□
定
住
促
進
新
山
住
宅（
若
柳
）１戸

□
八
日
町
住
宅（
栗
駒
）　
　
１
戸

□
定
住
促
進
栗
駒
住
宅（
栗
駒
）１戸

●
受
付
期
限
　
６
月
12
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
募
集
要

項
を
確
認
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
１
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
14
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
10
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
６
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
12
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年４月末現在、（　）は前月比

●　58,550人（△115）
　 男：28,625人（△43）  女：29,925人（△72）

●　24,631世帯（25）
●　 　21人 ●　103人
●　163人 ●　196人

 ６ 月30 日（火）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

一般寄付
一金　1０0万円 3月30日（月）●株式会社栗駒ポートリー　様

一金　12,000円 ４月  8日（水）
●若柳中学校ＰＴＡ　十文字、 我門、 北二股地区　様

一金　1０0万円 3月19日（木）●株式会社ホクリョウ　様
電子黒板一式　５０セット 3月31日（火）●株式会社イグアス　様

企業版ふるさと納税

※企業版ふるさと納税は、産業
　戦略課に問い合わせください。

総務部管財課 ☎（２２）１１１６
産業経済部産業戦略課
　　　　　　 ☎（２２）１220

国民健康保険税（第２期）
市県民税（第１期）

総務部税務課  ☎（２２）1121
介護保険料（第２期）

市民生活部介護福祉課  ☎（２２）1350

な
ん 

と
う
　
　
　
　
　  

た
い 

ぺ
い
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令
和
8
年
度
の
年
金
額

　
令
和
８
年
度
の
年
金
額
は
前
年

度
と
比
較
し
て
１
・
９
パ
ー
セ
ン

ト
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
受

給
者
に
は
６
月
中
に
年
金
額
改
定

通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金（
満
額
）

　
　
　
84
万
7
3
０
０
円（
年
額
）

障
害
基
礎
年
金
　

●
１
級
　
　

１
０
５
万
9
１
2
5
円（
年
額
）

●
２
級
84
万
７
３
0
0
円（
年
額
）

遺
族
基
礎
年
金

　
　
　
84
万
７
３
0
0
円（
年
額
）

※

年
金
額
は
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
の
金
額
で
す
。

※

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
請

求
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
請
求
方
法

や
受
給
額
に
つ
い
て
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
市
で
は
次
の
日
程
で
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
る
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
中
か
ら
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ

た
、
人
権
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
虐
待
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
程

□
築
館
総
合
支
所
　

6
月
９
日（
火
）、
23
日（
火
）

□
若
柳
総
合
支
所

　
6
月
18
日（
木
）

※

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
0
2
2
9（
22
）0
5
1
0

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度

　
自
分
が
書
い
た
遺
言
書
を
法
務

局
へ
預
け
る「
自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
預
け
た
遺
言
書
は
法
務
局
が
管

理
と
保
管
を
す
る
た
め
、
紛
失
や

改
ざ
ん
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
財
産
を
大
切
な
人
へ

託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
遺
言

書
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
０
２
２
９（
22
）０
５
１
０

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は
、

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
を
養
成
す
る

厚
生
労
働
省
所
管
の
４
年
制
大
学

校
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

施
設
見
学
や
体
験
授
業
を
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
27
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
東
北
職
業
能
力
開
発
大

学
校

●
内
容
　
学
校
概
要
説
明
、
各
科

説
明
、
施
設
見
学
、
体
験
授
業

●
申
込
期
限
　
６
月
26
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、
東
北
職
業
能
力
開
発
大

学
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎（
22
）6
6
1
4

大
崎
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
県
立
の
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
今
年
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
28
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

※

受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

　（
大
崎
市
古
川
）

●
内
容
　
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、

体
験
授
業
、
訓
練
内
容
や
学
校

　
生
活
な
ど
に
関
す
る
個
別
相
談

●
対
象
　
高
校
生
、
保
護
者
お
よ

び
一
般
の
人

●
申
し
込
み
　
不
要

●
服
装
　
体
験
授
業
で
は
実
技
作

業
を
行
う
た
め
、
動
き
や
す
く

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※

木
の
家
づ
く
り
科
の
体
験
を
希
望
す

る
人
は
、
上
靴（
運
動
靴
）を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
９（
22
）１
３
５
７

犬
猫
の
相
談
は
県
保
健
所

犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　
ペ
ッ
ト
の
犬
や
猫
が
い
な
く
な
っ

た
な
ど
、
県
保
健
所
へ
の
犬
猫
に

関
す
る
相
談
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
宮
城
県
保
健
所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分
　

　
宮
城
県
保
健
所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２（
774
）6
9
2
0

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会

●
日
時
　
６
月
20
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
大
崎
市
民
病
院

●
対
象
　
県
内
に
居
住
す
る
オ
ス

　
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
、人
工
ぼ
う

　
こ
う
）保
有
者
や
そ
の
家
族
な
ど

●
内
容
　
術
後
の
ケ
ア
、
日
常
生

活
関
連
の
相
談
会

●
講
師
　
大
崎
市
民
病
院

　
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
細
谷
　裕
子
氏

※

予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

　
協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

古
布
ふ
ぞ
ろ
い
の
会

作
品
展
示

　
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
た
バ
ッ
ク

や
袋
類
な
ど
の
小
物
か
ら
、
ワ
ン

ピ
ー
ス
や
チ
ュ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
洋

服
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　 

６
月
26
日（
金
）、
27

日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
高
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
古
布
ふ
ぞ
ろ
い
の
会
　佐
々
木

☎
0
8
0（
6
0
3
7
）0
9
4
6

国
家
公
務
員「
税
務
職
員
採
用

試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）募
集

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
６
日（
日
）

●
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

□
４
月
１
日
時
点
で
、
高
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
な
い
人

□
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

●
申
し
込
み
　
６
月
12
日（
金
）〜

24
日（
水
）の
期
間
中
に
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係☎

０
２
２（
263
）１
１
１
１

　
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
221
）２
０
２
２

令
和
８
年
度
自
衛
官
な
ど
募
集

自
衛
隊
奨
学
生

●
応
募
資
格
　
大
学
や
大
学
院
、

高
等
専
門
学
校
な
ど
で
、
理
学

や
工
学
、
ま
た
は
文
学
や
法
学

を
専
攻
し
、
卒
業
す
る
年
の
４

月
１
日
時
点
で
26
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間
　
６
月
２
日（
火
）〜

10
月
９
日（
金
）

●
試
験
日
　
11
月
７
日（
土
）〜
８

日（
日
）

予
備
自
衛
官
補

●
応
募
資
格

□
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）
　

　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
人

□
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

　
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
て
年
齢
上
限
が
53

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
限
　
９
月
10
日（
木
）

●
試
験
日
　
９
月
16
日（
水
）〜
９

月
28
日（
月
）

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
栗

原
地
域
事
務
所☎（

22
）４
２
９
９

光
回
線
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
訪
問
や
電
話
勧
誘
に
よ
る
光
回

線
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
手
電
話
会
社
を
装
い「
回
線

工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

「
今
よ
り
も
電
話
料
金
が
安
く
な
る
」

と
い
っ
た
う
そ
の
説
明
で
契
約
を

迫
ら
れ
た
り
、「
話
を
聞
い
た
証
拠

に
署
名
し
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
、

意
図
せ
ず
契
約
書
に
署
名
さ
せ
ら

れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
訪
問
や
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
も

そ
の
場
で
の
即
決
は
避
け
、
事
業

者
名
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
解
約
条

件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
必
要
が
な
い
場
合
や
、

説
明
を
受
け
て
も
内
容
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
勧
誘
を
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
　

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口
（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

空
き
家
に
関
す
る
無
料
相
談

　
空
き
家
の
整
理
や
管
理
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
連
携
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
栗
原
市
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
　
　
　
☎（
22
）１
９
０
５

ほ
そ
　
や
　
　
ゆ
う
　
こ

オープン
キャンパス

東北職業能力
開発大学校
ウェブサイト

人事院
ウェブサイト



広報くりはら　令和８年６月１日　　２４

　「農業は面白い」と笑顔で語る佐々木さ
ん。若柳地区で家族と共に暮らしながら、
父の実家がある花山地区で米作りに取り
組んでいます。
　幼少期から農作業を手伝い、農業に親
しんだ佐々木さんは、父から本格的に経
営を任されたことをきっかけに、専業農
家を志しました。
　代々農業を営んできた歴史を受け継ぎ、
１９代目になる佐々木さんは、農家の誇
りを胸に、生産規模拡大のため、今年２
月に農業経営を法人化し、新たな一歩を
踏み出しました。
　日々試行錯誤を重ねる中、おいしい米
の生産と販売を通して、農業の「かっこ
よさ」と「面白さ」を市内外に発信し、地
元に新しい雇用と仲間を増やしたいと夢
を描く佐々木さん。
　「受け継いできた農業を守りながら、
いつか自分の子どもたちと一緒に農業が
できたらうれしいです」と目を輝かせる
その姿は、農業への希望があふれていま
す。
　佐々木さんの挑戦は、地域の未来へと
つながっています。

　「農業は面白い」と笑顔で語る佐々木さ
ん。若柳地区で家族と共に暮らしながら、
父の実家がある花山地区で米作りに取り
組んでいます。
　幼少期から農作業を手伝い、農業に親
しんだ佐々木さんは、父から本格的に経
営を任されたことをきっかけに、専業農
家を志しました。
　代々農業を営んできた歴史を受け継ぎ、
１９代目になる佐々木さんは、農家の誇
りを胸に、生産規模拡大のため、今年２
月に農業経営を法人化し、新たな一歩を
踏み出しました。
　日々試行錯誤を重ねる中、おいしい米
の生産と販売を通して、農業の「かっこ
よさ」と「面白さ」を市内外に発信し、地
元に新しい雇用と仲間を増やしたいと夢
を描く佐々木さん。
　「受け継いできた農業を守りながら、
いつか自分の子どもたちと一緒に農業が
できたらうれしいです」と目を輝かせる
その姿は、農業への希望があふれていま
す。
　佐々木さんの挑戦は、地域の未来へと
つながっています。

農家の１９代目が描く、農業のこれから

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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Instagram

さ　　さ　  き　　  かつ　やす

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

佐々木　勝康　さん（若柳福岡）

　５月５日（火）、３００年を超える歴史と伝統を誇る
「花山鉄砲まつり」が開催されました。
　この祭りは、藩政時代にこの地を治めた領主の奥方が、
病弱な幼君の健康を願い神社に祈願したところ御利益が
あり、鉄砲組に礼砲を撃たせたのが始まりといわれます。
　当日は、赤い陣羽織姿の鉄砲組や、稚児行列などが発
砲会場まで練り歩いた他、鉄砲組が隊列を変えながら家
内安全を祈願した号砲を放つと、迫力の演武に大勢の観
客から拍手が送られました。
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